








次
に
、
町
内
毎
の
名
字
の
種
類
数
と
世
帯
数
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。

嘉
瀬
地
区

町
内
名
世
帯
数
名
字
種
類

▽
上
中
柏
木
三
五
二

記
録
し
て
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

昭
和
四
十
九
年
二
九
七
四
）
三
月
現
在
で
、
金
木
郷
士
史
編
纂
委
員
会
で
調
査

し
た
金
木
町
全
部
落
の
姓
氏
総
括
表
十
位
ま
で
を
、
現
在
二
九
九
○
年
九
月
調
査
）

の
も
の
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

調
査
の
資
料
が
同
一
で
な
い
の
で
正
確
な
比
較
に
は
な
ら
な
い
が
、
一
七
年
間
で

大
き
く
後
退
し
た
の
は
、
伊
藤
で
、
山
中
も
三
位
か
ら
六
位
に
落
ち
て
お
り
、
工
藤
・

田
中
・
沢
田
が
増
え
て
い
る
。

（
注
）
居
升
村
は
金
木
の
支
村
で
、
天
和
書
上
帳
添
図
に
よ
れ
ば
、
金
木
川
を
挟
ん
で
出

来
た
村
で
あ
る
。
元
禄
六
癸
酉
年
九
月
二
十
二
日
御
蔵
桝
取
申
付
け
の
十
一
人
の
内
に

「
居
桝
村
惣
左
衛
門
」
と
御
日
記
に
あ
る
の
み
で
、
そ
の
後
は
全
く
見
あ
た
ら
な
い
点

か
ら
み
る
と
、
金
木
新
田
開
発
以
前
（
新
田
開
拓
は
元
禄
十
一
年
着
手
）
に
何
ら
か
の

事
由
に
よ
っ
て
住
民
が
他
へ
移
住
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

不
動
林
村
の
村
名
に
な
っ
た
「
不
動
宮
」
も
居
升
村
の
産
土
神
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
年

間
金
木
川
の
大
洪
水
で
、
不
動
宮
も
ろ
と
も
部
落
が
殆
ど
流
さ
れ
、
た
ま
た
ま
不
動
宮

の
御
神
体
が
現
在
の
神
社
の
位
榧
に
流
れ
蒜
い
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
位
澄
に
御
神
体

を
祀
り
、
居
升
村
の
住
民
も
こ
こ
に
移
り
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

こ
だ
が
わ

二
位
の
「
今
」
は
、
喜
良
市
地
区
に
一
二
二
で
、
そ
の
う
ち
小
田
川
に
八
五
が
集

中
し
て
い
る
。

「
今
」
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
金
木
郷
土
史
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
今
（
金
）
古
今
の
大
姓
に
し
て
、
古
く
は
新
羅
族
多
く
後
世
奥
州
に
栄
ゆ
。
新
羅

族
金
は
、
新
羅
王
の
氏
。
即
ち
金
閼
知
王
の
後
喬
な
り
。

陸
奥
の
金
氏
。
九
戸
郡
（
岩
手
県
）
久
慈
氏
は
金
氏
（
ま
た
は
今
）
に
し
て
、
深

秘
抄
に
、
久
慈
、
本
苗
は
民
な
り
。
譜
代
並
に
な
り
て
大
浦
（
津
軽
）
氏
は
こ
の
氏

よ
り
起
こ
り
、
威
信
の
弟
為
元
は
金
備
前
守
と
称
す
。
（
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
）

今
家
は
津
軽
創
業
時
代
の
功
臣
金
勘
解
由
左
衛
門
の
一
族
で
、
元
岩
木
山
麓
新
岡

村
の
館
主
で
あ
っ
た
。
勘
解
由
左
衛
門
は
関
ヶ
原
の
戦
後
千
五
百
石
家
老
職
を
勤
め

て
い
た
が
（
津
軽
藩
）
、
そ
の
後
主
水
信
則
（
幼
名
小
三
郎
）
は
堀
越
城
で
起
こ
っ

た
三
目
内
・
尼
崎
・
板
垣
の
叛
乱
の
際
こ
れ
を
敗
り
大
功
を
た
て
た
が
、
慶
長
十
三

年
為
信
の
死
後
、
津
軽
家
後
嗣
問
題
で
信
牧
に
反
対
し
た
た
め
に
遂
に
切
腹
、
一
族

十
八
人
は
そ
れ
ぞ
れ
離
散
し
た
。
そ
の
中
で
飯
詰
・
嘉
瀬
・
喜
良
市
に
亡
命
し
て
百

姓
に
な
っ
た
も
の
が
、
「
今
」
を
苗
字
と
し
て
現
在
に
至
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
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▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽ な
お
、
本
家
筋
は
「
金
、
」
分
家
筋
は
「
今
」
を
苗
字
に
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

即
ち
喜
良
市
・
嘉
瀬
・
金
木
に
今
姓
一
七
八
世
帯
（
昭
和
四
十
九
年
三
月
現
在
）

あ
る
が
、
今
日
で
は
詳
し
い
由
緒
を
記
し
た
記
録
を
残
し
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
』小

田
川
地
区
に
多
い
「
今
」
と
「
小
田
川
」
と
い
う
地
名
に
何
か
関
連
性
は
な
い

の
か
。

「
小
」
は
「
さ
さ
」
で
「
砂
金
ま
た
は
砂
鉄
」
「
田
」
は
現
代
で
も
油
田
・
炭
田
と

い
う
如
く
、
「
鉱
区
・
鉱
山
」
と
解
け
る
。
つ
ま
り
、
「
小
田
」
と
は
「
砂
金
・
砂
鉄
の

鉱
山
の
意
」
と
、
地
名
研
究
家
の
小
田
治
氏
は
解
釈
し
て
い
る
。

小
田
川
の
川
の
上
流
に
は
、
多
々
良
沢
（
現
在
の
小
田
川
ダ
ム
の
堰
堤
か
ら
東
側

の
沢
）
と
い
う
地
名
の
沢
が
あ
っ
て
、
ダ
ム
建
設
前
に
は
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
採
り
に

て
つ
か
す

こ
の
沢
に
入
れ
ば
、
よ
く
「
金
く
そ
（
鉄
津
）
」
が
落
ち
て
い
た
。
多
々
良
沢
と
い

う
名
称
も
「
た
た
ら
」
の
あ
っ
た
沢
と
い
う
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ろ

多
々
良
沢
は
、
砂
鉄
が
と
れ
、
そ
の
場
に
鑪
が
築
か
れ
て
製
鉄
し
て
い
た
所
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
沢
の
流
れ
か
ら
小
田
川
と
い
う
川
の
名
も
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

小
田
川
中
流
に
で
き
た
部
落
が
小
田
川
村
で
あ
る
。

小
田
川
の
上
流
に
藤
の
滝
と
い
う
男
滝
、
女
滝
の
二
段
の
滝
が
あ
る
。
こ
の
滝
と

ダ
ム
と
の
中
間
地
点
か
ら
北
東
へ
徒
歩
約
十
五
分
の
と
こ
ろ
に
湯
の
沢
地
蔵
堂
が
あ

る
。
湯
の
沢
地
蔵
尊
に
つ
い
て
は
、
か
た
り
べ
第
四
集
に
木
村
治
利
会
員
が
「
踏
査

紀
行
」
を
詳
し
く
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
「
地
蔵
尊
」
の
掲
額
に
つ
い
て
の
事
柄

を
調
べ
て
み
た
の
で
、
田
中
と
い
う
名
字
に
関
連
し
て
稿
を
改
め
て
書
い
て
み
た
い

と
思
う
。

嘉
瀬
地
区
の
一
位
で
あ
る
山
中
に
つ
い
て
は
、
祖
先
が
能
登
の
国
（
現
石
川
県
能

登
半
島
）
か
ら
移
住
し
て
き
た
も
の
で
、
か
た
り
べ
第
五
集
「
山
中
氏
年
代
記
」
に
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